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概要：PDAなどの携帯端末の発達によって，利用者が移動する毎に公衆無線 LANアクセス
ポイント・社内無線 LANなど様々な無線 LANネットワークに接続する形態が現実のものと
なっている．しかし，従来の携帯端末では，無線 LAN に接続するための設定が煩雑である
上，ユーザのニーズにあったネットワークを自動で選択し，接続しているとは言い難い．そ

こで本稿は，無線 LAN に接続するための設定簡略化と，ユーザのニーズにあったネットワ
ークに自動的に接続を行うためのデータ管理方式について提案する．ユーザのニーズに応じ

て複数の無線LANネットワークの設定の中から適切なネットワーク設定をダウンロードし，
適切なネットワークに自動的に接続を行うことでユーザの無線 LANネットワーク設定/接続
時の負担を減らすことができる． 
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Abstract: Mobile terminal users connect several wireless LAN networks, such as public, 
office and home wireless LAN progress of PDA. However, it is troublesome for the 
present mobile terminal user to setup mobile terminals to connect with wireless LAN. 
Also it is impossible for the terminal to select the most suitable network which the user 
requires. This paper introduces automatic configuration method for wireless LAN and 
data management method for automatic network selection. By using these methods, user 
can connect wireless LAN network easily and terminal connects automatically to 
network which user requires. 

 

1 はじめに 
近年，PDA などの携帯端末の発達，および家
庭/企業内無線 LAN や公衆無線 LAN スポット
の増加によって，携帯端末を様々な無線LANネ
ットワークへ容易に接続したいというユーザの

要求が増大している． 
しかし，ユーザが新たな無線LANスポットで
端末を使用する場合，無線LANネットワークの
設定情報を携帯端末に入力する必要がある．ネッ

トワークの設定情報は多様であり，設定情報を入

力する作業は煩雑である．それ以外にユーザは接

続できることを確認する作業，場合によっては接

続ができない場合の問題解決も行わなければな

らない． 
また，無線LANネットワークが複数展開され
る場所では，アクセス可能な無線LANネットワ
ークの中から接続先の選択を行う必要がある．こ

の選択を手動で行うのは煩雑であり，ユーザが望

むサービスが提供されているネットワークを自
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動的に判別し，接続する技術が必要になってきて

いる． 
そこで本稿では，これらの解決方法として，無

線LAN構成データ管理方式，およびこれに基づ
くデータを用いたユーザのニーズに合わせた接

続ネットワーク自動選択方式についてについて

述べる． 

2 背景 
本章では，無線LANネットワークに接続を行
うために必要となる設定情報，また従来の設定情

報入力方式および従来のネットワーク接続方式

について述べる． 
設定情報の種類 
無線 LAN ネットワークへ接続するためには
様々な設定情報を端末に入力する必要がある．こ

こでは，現在無線LANネットワーク接続のため
に必要となる代表的な設定情報について説明す

る． 
 L2(リンク層)接続設定 
無線LANアクセスポイントにL2レベル
で接続するための設定情報である．L2ネ
ットワーク接続設定にはアクセスポイン

トの識別子(ESSID/BSSID)や，パケット
暗号化用のWEPキー，802.1x/WPA認証
で使用する情報などがある． 

 L3(ネットワーク層)接続設定 
TCP/IP接続のための設定を指す．代表的
な設定項目としてDHCPの利用可否，IP
アドレス，サブネットマスク，デフォルト

ゲートウェイ，DNS設定がある． 
 ネットワークサービス設定 
ネットワークサービスを利用するための

設定である．例えば，SMTPサーバ設定，
POPサーバ設定，HTTP Proxy設定や，
SIPサーバ設定などがある． 

従来のネットワーク接続方式 
無線LANネットワーク環境では端末はアクセ
ス可能な無線LANネットワークの中から接続先
を選択する必要がある． 
無線LANネットワークに自動的に接続する従

来方式として，無線LANアクセスポイントが送
信する ESSID を接続のキーとして，無線 LAN
アクセスポイントの決定/接続を行う方法が使用
されている[1]． 
従来の設定情報入力方式 
従来接続設定の入力は，ユーザが端末に手動で

ネットワーク設定情報を入力する方式を取って

いた．この方式は，ユーザは設定情報の入力作業

や，接続可否の確認作業など煩雑な作業を行わな

ければならない問題点がある． 
これに対して煩雑な設定情報の入力/確認作業
を解決するために，DHCP，  IPv6 Auto 
configuration などを利用して設定情報をネット
ワークから自動取得し，これを端末に入力する方

式がある．この方式では，ネットワーク接続時に

ネットワーク設定情報を取得できるが，取得が行

える設定情報を行うには十分でない．この問題点

に次章以降で詳細に説明する． 

3 従来方式の問題点 
従来の方式では以下の問題点がある． 

(p1) ESSID で接続ネットワークを識別すること
の問題点 

ESSID は単にアクセスポイントの識別子なの
で，L3 以上のネットワークの識別を行えない．
たとえば，端末が帰属するアクセスポイントの

ESSID が切り替わったときに，端末は単に同一
ネットワーク内のアクセスポイント間で移動し

たのか，提供されるサービスが異なる別のネット

ワークに移動したのかを判断できない．  
(p2) 設定入力方式の問題点 
無線LANネットワークに接続を行う場合，携
帯端末は DHCPなどの有線 LANネットワーク
と同じような手法では設定情報の取得が行えな

いことが問題点として挙げられる． 
これは，無線LANのネットワーク接続に有線

LAN より強いアクセス制限を設ける必要がある
ため，無線 LANでは 802.1xやWEPキーなど
のL2レベルの認証・暗号化を必要とするからで
ある．L2 レベルの認証・暗号化情報自身は無線
LAN ネットワークを使って配信できないので，
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無線LANに接続を行う携帯端末は，設定情報を
ユーザが事前に入力しておく必要がある．この入

力は，新規無線LAN接続のたびに毎回行う必要
があるため煩雑である． 
(p3) 接続するネットワークの特性が分からない
ことの問題点 

ESSIDは 802.11で規定されたL2の識別子な
のでそのままでは,接続ネットワークの帯域や，
インターネットの接続性などのネットワークの

プロパティ（特性）による接続の判断を行えない． 
ユーザは，単にネットワークに接続したいと思

うのではなく，その上で展開されているサービス

を利用したいと考えている．サービスが異なると

接続するネットワークの特性も異なるので，利用

するサービスに応じた接続ネットワークの選択

を行う必要がある． 

4 解決方法 
(1)サイトによるサービスプロバイダの識別 

(p1)の問題点をサイトという概念を導入する
ことによって解決する． 

 

図 1 サイト 

本稿ではサイトを，ネットワークを用いた物理

的なサービスの運用範囲と定義する．サイトはサ

ービスプロバイダによって運用されサービスプ

ロバイダと一対一に対応する．本稿ではサービス

プロバイダを インターネットプロバイダのみ指
す狭義の意味でなく，無線 LAN スポット事業
者，企業内 LAN 運用部署などを指す広義の意
味で使用する． 
プロバイダのネットワーク運用範囲の明確化 
サイトを定義する第一の目的は，サービスプロ

バイダのネットワーク運用範囲を明確化するこ

とである．(p1) で述べたように，ESSIDはアク
セスポイント毎につけられる識別子でありサー

ビスプロバイダを識別する単位としては小さす

ぎる．サイトをサービスプロバイダの単位で定義

することで，提供されているサービスが異なるネ

ットワークを端末は識別できる． 
ここで サイト IDを定義する．サイト IDは，
サイトを一意に識別する識別子である．サイト

ID はサイトと１対１に対応するため，サービス
プロバイダの識別を容易にする． 
たとえばVoIPサービスを例に取ると，同じサ
イト内のアクセスポイント間の移動では通話を

切断しないが，サイトが変更された場合（サイト

が変更された場合）課金体系が異なるので通話を

切断したいとする．ESSID をキーにして接続す
るサービスを決定した場合，通話切断のタイミン

グを判断できないが，サイト ID を使用すること
により判断が可能となる．ESSIDとサイト IDと
の間の変換については後述する． 
アクセスポイントのグループ化 
サイトを定義する第二の目的は，アクセスポイ

ントのグループ化を行うことである．ESSID を
使ってネットワーク設定情報を管理した場合，同

じサービスプロバイダが提供するアクセスポイ

ントでも別々にL3レベル以上のネットワーク設
定情報を保持する必要がある．サイトを定義する

ことによって，サイト上のネットワーク設定情報

を一箇所で簡便に管理できる． 
(2) 容易な設定情報入力方法の提供 

(p2)での問題点を解決するために，本稿では，
設定情報を別のネットワークを使ってダウンロ

ードする方式を採用する． 
(a)設定情報ダウンロード 
設定情報ダウンロードの方式として，Co-Link 

configuration[2]が提案されている．この方式で
は，接続前に接続ネットワークとは異なる別のネ

ットワークを使ってネットワーク接続用の設定

情報をサーバからダウンロードしインストール

する．これによりユーザはL2レベルの無線LAN
ネットワークの設定情報の煩雑な入力作業から

どちらに接続すべきか? 

プロバイダB 
プロバイダA 
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解放される． 
しかし，[2]で言及されている設定情報は，L2
レイヤーの簡単な接続パラメータのみしかない．

実際にこの設定情報を使って設定を行うために

はL3以上のネットワーク設定情報も記述できる
ようにする必要がある．これ以降の節で，携帯端

末がダウンロードする設定情報フォーマットを

どのように定義したかについて述べる． 
(b)設定情報フォーマットの定義 
ダウンロードする設定情報のフォーマットが

サーバと端末間で異なると，端末が設定情報の解

釈とインストールを行えない．これを解決するた

め，設定情報フォーマットを定義する．設定情報

フォーマットして必要な用件を挙げる． 
 構造化されたデータ構造 
ネットワークレイヤーに関する設定情報

は，階層化することができ，ネットワーク

サービスに関する設定情報はカテゴリー

分けを行うことができる，構造化可能なデ

ータフォーマットが望ましい． 
 要素間の関連付けが可能な構造 
設定情報は複数の要素間で同じものを持

つ場合がある．複数の要素間で共有される

設定情報を一つにまとめることによって，

情報量の削減を行うことができる．したが

って，情報間の関連を容易に表現できるデ

ータフォーマットが望ましい． 
本稿では，これらの用件を満たす設定情報フォ

ーマットを規定するにあたり，XMLを利用した．
XMLは，データ構造が構造化されており，要素
間の関連づけをサポートしている．また，XML
処理系は現在世の中に広く流通しているので，そ

れらの処理系を利用して，文書構造の解析を行う

ことが可能である． 
(c)設定情報の構成要素 
図 2に設定情報の例を示す．設定情報の構成要
素は以下の通りである． 

 サイト ID 
 ESSIDの集合 
サイトに所属するESSIDのリスト．端末
はこの ESSID の集合を使ってサイト ID

とESSIDを関連付ける． 
 L2(リンク層)接続設定 

ESSID/BSSID，WEPキー，802.1x/WPA
認証で使用する情報 

 L3(ネットワーク層)接続設定 
 DHCP の利用可否，IP アドレス，サブ
ネットマスク，デフォルトゲートウェイ，

DNS設定 
 ネットワークプロパティ 
次節で説明する． 

 

図 2 ネットワーク設定情報の例 

(3)ネットワークの特性を用いた接続ネットワ
ークの判断 

(p3)節の問題点を解決するために，サイト ID
と関連づける形で「ネットワークプロパティ」を

設定情報に追加する． 

<?xml version="1.0" encoding='utf-8'?> 

<!DOCTYPE autoconfig SYSTEM "autoconfig.dtd"> 

<autoconfig> 

    <!-- ネットワーク設定 --> 

    <netconf> 

        <description>Wlan Spot</description> 

        <!-- サイトの識別子 --> 

        <siteid>wlanspot.example.com</siteid> 

        <!-- サイトに所属するESS-ID の集合 --> 

        <essids> 

            <ess id="yokohama "> 

                <ipref refid="ipcnf:auto"/> 

                <secref refid="sec:wlanspot_example_com"/> 

                <propref refid=“prof:example_com”/> 
            </ess> 

            <ess id="tokyo"> 

                <ipref refid="ipcnf:auto"/> 

                <secref refid="sec:wlanspot_example_com"/> 

                <propref refid=“prof:example_com”/> 
            </ess> 

        </essids> 

        <!-- IP 設定 --> 

        <ipconfigs> 

            <ipconfig id="ipcnf:auto"> 

                <dhcp>yes</dhcp> 

            </ipconfig> 

        </ipconfigs> 

        <!—L2ネットワークセキュリティ設定 --> 

        <securities> 

            <security id="sec:wlanspot_example_com"> 

                <wepconfig authmode="open" index="0"> 

                    <wepkey index="0">abcdefg</wepkey> 

                </wepconfig> 

            </security> 

        </securities> 

        <!-- ネットワークプロパティ(属性情報)設定 --> 

        <properties> 

            <propertyset id="prof:example_com"> 

                <property name="connectivity">Internet</property>

                <property name="provider">Provider</property> 

                <property name="bearer">WLAN</property> 

                <property name="bandwidth">10</property> 

            </propertyset> 

        </properties> 

    </netconf> 

</autoconfig> 
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アクセス可能なネットワークが複数見つかっ

たときに，設定情報内のネットワークプロパティ

を接続ネットワークの判断基準として利用する．  
ネットワークプロパティは，サイトのネットワ

ークの属性情報を指定するものである．たとえば，

以下のような属性を指定する． 
 接続性 (Internet/プライベートネットワ
ーク) 

 帯域幅 
 ベアラ種別（無線LAN/PDC/PHS etc．） 
 サイトで提供されるサービス内容 
図２に示した設定情報データの<properties>
タグで囲まれたものがネットワークプロパティ

である． 
サービスが必要とするネットワークの接続条

件とこの情報を比較して，接続可能なネットワー

クに優先順位をつける．この優先順位づけにより，

サービスが必要とするもっとも有利なネットワ

ークに接続が行える．  

5 実装 
本章では，前章で述べた方式を実現するシステ

ムの実装方針について述べる． 
今回実装したシステムは，ユーザが新規サイト

でサービスを受けたい時，IrDA経由で設定情報
をダウンロードし，その設定情報を利用して自動

的に適切なサイトに接続を行うというものであ

る．(本稿では，サイトに設定情報サーバから
IrDAでダウンロードを行うための装置が設置さ
れていることを想定する．) 
実験環境でIrDAを設定情報のダウンロード手
段に選んだのは，以下の理由による 

 携帯電話やPDAでの赤外線通信（IrDA）
による改札・決済[3]がすでに存在してお
り，今後一般的な情報取得のデバイスとし

て使用される可能性が高い． 
 IrDAは PDAに標準実装されている場合
が多いため，既存の端末に本稿の方式を適

用することが可能になる． 
 
設定情報のダウンロード方法として携帯電話

経由や別の無線LANネットワークからのダウン
ロードなどIrDA以外のネットワークを使ったダ
ウンロードにも本稿の方式は適用可能である． 

5.1 端末構成 

アプリケーション

図 3 端末システムの構成 

 
末が新規無線LANネットワークに接

う

ついて以下に説明する

5.
傍に存在

L

 4 IrDAを使った設定情報ダウンロ

5.1.2 ネットワークエージェント 
続する

の

端

ために，設定情報ダウンローダ，設定情

タベース，ネットワークエージェント，ネ

ーク自動ログイン機能を実装した．これを

して図示する． 
各機能の詳細に

1.1 設定情報ダウンローダ 
設定情報ダウンローダは，近

ANネットワークの設定情報をダウンロ
端末にインストールするアプリケーショ

具体的にはXMLで記述された設定情報
を使ってダウンロードする(図 4)． 

図

ネットワークエージェントは，接

選択を行うアプリケーションである．ネ

ークエージェントは，アプリケーションか

 

ネットワーク 
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ネットワークの接続条件を指示され，4章(3)に記
述したネットワークプロパティを検索し適切な

ネットワークに接続する． 
5.1.3 設定情報データベース 

定情報ダウンロー

ダ

とサイト

の

，近傍に存在

す

 
末に対して設定情報の送

信

ト内移動したときにどのよう

に

プを以下に示す． 
ンは，近傍アク

セ

ワ

ト

ID

ID

接続条件指定の端末動作シーケ

節では，サイト接続条件を指定したときに

端

2点の条件を指定した場合，どのように
接

ッ

2. ケーションは，公衆

接続条

，メールアプリケーションが起動

す

ーショ

ン

クエージェントはサイト接

続時に，接続条件設定で設定した条件を参照し，

ータベースからこの接続条

件

設定情報データベースは，設

によってダウンロードした設定情報を保存す

るためのデータベースである． 
また，設定情報に記述されたESSID
関連情報設定データベース内に保存し，

ESSIDとサイト間の変換機能を持つ．  
5.1.4 ネットワーク自動ログイン 
ネットワーク自動ログイン機能は

る無線LANアクセスポイントを検出し，アク
セスポイントへの帰属を行うアプリケーション

である．ネットワーク自動ログイン機能は新しい

無線 LAN アクセスポイントを発見すると

ESSID からサイトを判断しサイト ID に変換す
る．このサイト IDをネットワークエージェント
に通知する．また，ネットワークエージェントか

ら接続するサイト IDの指定を受け，アクセス可
能なアクセスポイントから対応するアクセスポ

イントに帰属する． 

5.2 設定情報サーバ

設定情報サーバは，端

を行うサーバである．設定情報サーバは端末が

接続を行う無線LANネットワークの接続設定情
報を持つ．今回の実装では，設定情報サーバは

IrDA装置を持っており携帯端末が IrDAの接続
範囲内に入ってきた場合，設定情報を送信する． 

5.3 サイト内移動のサービス継続性の端末

動作シーケンス 
この節では，サイ

サービスが継続されるかの端末動作シーケン

スを示す． 
動作ステッ

Step1:ネットワーク自動ログイ
スポイントを検索し，ESSIDを発見する． 
Step2:発見されたESSIDをキーにしてネット
ーク自動ログインが，ネットワーク設定データ

ベースを検索すると, ネットワーク設定データ

ベースはサイト IDを検索結果として返す． 
Step3: ネットワーク自動ログインは，サイ
をネットワークエージェントに通知する． 

Step4: ネットワークエージェントはサイト
が異なっていれば，アプリケーションにサイ

トの変更を通知する．サイト IDが同じなら何も
しない． 

5.4 サイト

ンス 
この

末がどのように動作するか動作シーケンスを

示す． 
以下の

続サイトが異なるか例を用いて説明する． 
1. メールアプリケーションは，インターネ
ト上にあるユーザのメールスプールに接

続する必要がある． 
ストリーミングアプリ

無線LANスポット専用のアプリケーショ
ンで 1Mbpsの帯域を必要とする． 
件設定 

1の条件では
るときに検索式“connectivity == Internet”を
ネットワークエージェントに指定する． 

2の条件では，ストリーミングアプリケ
が起動するときに，検索式“bandwidth >= 

1Mbps”をネットワークエージェントに指定する． 
サイト接続時の動作 

Step1: ネットワー

その条件で設定情報データベースにサイト接続

条件の列挙を行うようにネットワーク自動ログ

インに指示する． 
Step2:設定情報デ
に一致するサイト IDの一覧が列挙されるので，
そのサイト IDから一つ選択し，自動ネットワー
クログイン機能に接続を行うようにネットワー

ク自動ログインはネットワークエージェントに

指示する． 
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6 評価 

6.1 評価環境 
5 章で述べた試験ネットワーク環境を構築し
た．このネットワーク環境を図 5に図示する． 
このネットワークは，設定情報ダウンロード，

サイト IDとネットワークプロパティの有効性を
検証するために， 

 サイトIDの異なるサイトがオーバーラッ
プしていること 

 サイトが提供するサービス内容，ネットワ
ーク環境が異なること 

 設定情報サーバが各アクセスポイント用
にあること 

としている．具体的には，以下の構成で無線

LANネットワークを構築した． 
 

図 5 実験シス

評価環境でのサイト

パ

 

 

 クセスポ

 

 
帯端末 

境として Linux システムがインス

6.2 設
ークの設

定

ティは以下のように

 実験ネットワー
トワークが接続

および無線LA
が接続された無

無線LANスポ
オフィスサイト

トAとアクセ
無線LANスポ
イント C が属
10Mbpsである

はプライベートネットワークであり，イン

ターネットには到達できない． 
無線LANスポットサイトγにア
イント D が属する．サイトγは帯域が
256kbps のネットワークである．サイト
γはインターネット接続が可能である． 
各ネットワークには，IrDAでネットワー
ク情報を配信する設定情報サーバを配置

する． 

携

 評価環
トールされているPDAを利用した．この
PDA には IrDA が内蔵され，この IrDA
を使って設定情報をダウンロードする．携

帯端末は，初期状態ではどのアクセスポイ

ントの設定情報も持っていない． 

定情報ダウンロードの検証 

携

アクセスポイントC 

アクセスポイントA 

アクセスポイントB 

本方式では，新規無線LANネットワ
情報をユーザが手動で入力せずに済む点が従

来の方式と異なる．この実験環境では，アクセス

無線 LAN スポット
ポイント A，B，C，Dに付属する設定情報サー
バから IrDA 経由で設定情報をダウンロードし，
端末はその設定を使って適切な新規無線LANネ

アクセスポイントD オフィス 
テムのネットワ

構成とネッ

設定した．

クには，オフ

されたオフ

Nスポット用
線LANスポ
ットサイト

α には，ア
スポイントB
ットサイトβ

する．サイ

．この無線

帯端末

無線LANスポッ ットワークに帰属することを確認する． 
ト
 
ーク構成 

トワークプロ

ィス用のネッ

検証 

じ

スポイント A-B 間
で

件指定 
ネットワークプ

ロ

ポイント C とアクセスポイ

 

ィスサイトα，

ネットワーク

ットサイトβ，

γが存在する． 
クセスポイン

が属する． 
にアクセスポ

トβの帯域は

LANスポット

無線LANスポットサイトβ 6.3 サイト内移動のサービス継続性の
オフィスサイトα 

本方式では，アクセスポイントを移動しても同

サイト内であれば，サービスが継続できること

を検証する．本実装ではVoIPアプリケーション
を使ってこれを評価した． 
オフィスサイト内のアクセ

移動した際に通話が終了せず，サイト外のアク

セスポイント間 A-C を移動した際に通話が終了
すれば，サイト内移動時にサービスが継続するこ

とを検証できる． 

6.4 サイト接続条

本方式では，サイト接続時に，

パティを利用して最適なサイトに接続できる

ことを検証する． 
端末を，アクセス

無線LANスポットサイトγ 
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ン

結果 
定情報ダウンロードを使うとユ

ー

続性」

は

条件指定」が動作す

る

 まとめ

稿 ネットワーク設定情報フ

ォ

と

構築し，その実験環境下で

ユ

があげられる． 
ーシ

ョ

の一環として，本研究をご支援くださ

っ
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ト D 両方に帰属できる環境で，メールアプリ
ケーションを立ち上げた場合と，ストリーミング

アプリケーションを立ち上げた場合とで実験し

た．メールアプリケーションを立ち上げた場合，

アクセスポイント D に帰属し，ストリーミング
アプリケーションを立ち上げた場合は，アクセス

ポイント C に帰属することを確認することでサ
イト接続条件指定が動作していることを検証で

きる． 

6.5 評価

6.2で述べた設
ザの入力なしに評価環境内の無線LANネット
ワークに接続できることを確認した． 

6.3で述べた「サイト内移動のサービス継
，VoIP アプリケーションがサイト内移動の際
に通話が継続でき，サイト外移動の際には通話が

終了することを確認した． 
6.4で述べた「サイト接続
ことを確認した．メールアプリケーションを立

ち上げている端末は，アクセスポイント D に帰
属し，ストリーミングアプリケーションを立ち上

げている端末は，アクセスポイント C に帰属す
ることを確認した． 

7  
本 では，携帯端末の

ーマットを XML形式で規定した．XMLで表
現することによって，設定のデータ構造が構造化

でき，設定情報間の関連づけを行える．また，こ

の設定情報をダウンロードすることによって，ユ

ーザの入力の煩雑さを軽減する方法を提案した． 
また，アクセスポイントをまとめる形でサイト

いう概念を定義し，サイト毎にネットワークプ

ロパティをネットワーク設定データに付与する

ことにより，このネットワークプロパティをキー

にして接続先を決定することで，アプリケーショ

ン/ユーザがもっとも接続を行いたいサイトの自
動選択を実現した． 
これらの実験環境を

ーザの入力なしに設定情報を端末にダウンロ

ードし入力できることを確認した．また，サイト

内移動時にサービスが継続できることを確認し

た．サイト接続条件指定時の動作が正常に行われ

ていることを確認した． 
今後の課題としては以下

現在の実装では，サイトの選択はアプリケ

ンからの指示によって行うため，アプリケーシ

ョン間で接続条件に競合が起こった場合，解決が

難しい．この問題にはアプリケーション間で設定

した接続条件に優先順位をつけるなど，静的に競

合回避の方法を解決しておく必要がある．しかし，

メディアストリーミングとメールなど接続ネッ

トワークの特性が異なるアプリケーションが複

数動作し，アプリケーション間の接続条件に優先

順位をつけることができないシステムでは，ネッ

トワーク接続条件の競合問題を解決する必要が

ある． 
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